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平成 30 年度 未来をつくろう 市民と市長の地域懇談会 

報告書 

 

 
 

 

日時 平成 30 年 10 月 24 日（水） 午後 6時 30 分～8時 5分 

 

場所 山部福祉センター 

 

参加者数 ２３人 

 

市側出席者 市長      

副市長     

教育長     

総務部長    

市民生活部長  

保健福祉部長  

経済部長    

建設水道部長  

教育部長 

ぶどう果樹研究所長 

企画振興課長  

北  猛俊 

石井  隆 

近内 栄一 

稲葉 武則 

山下 俊明 

若杉 勝博 

後藤 正紀 

吉田 育夫 

亀渕 雅彦 

川上 勝義 

西野 成紀 
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【市長 開会のあいさつ】 
 

夏の 30 度がなつかしい感じとなり、夜は特に冷える日が続き、落ち葉も舞う時期になりました。本

日は夜分にも関わらず、このように地域懇談会に足を運んでいただきまして、心からお礼を申し上げ

ます。地域懇談会は今日で 10カ所目となり、中心街は概ね終了し、本日から農村部を回らせていただ

いています。 

本日は富良野市が抱える解決しなければならないＪＲの関係、庁舎の関係、そして山部地区では中

学校の閉校の関係について、今までの経過とこれからの考え方を説明させていただきますので、みな

さんからご意見をいただきたいと思います。あわせて、地域の課題についてもご意見をいただければ

幸いです。 

就任の時からお話しさせていただいていますが、これからのまちづくりは市民と行政がそれぞれの

役割を自覚しながら進めていくことが、新しい公共のあり方になっていくと考えています。その上で

この地域懇談会は重要な役割を果たしていると思いますので、限られた時間ではありますが、忌憚の

ないご意見をいただきますよう、よろしくお願いします。 

 

 

１．鉄路のあり方 
 

 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 
 

 
○ 守る会の活動もあって取り組みとしてはやっ

ているが、具体的な活動が乏しいように感じ

る。自分たちが何もしないで、ただ守れと言

っても仕方がない部分もあるので、鉄道の日

や鉄道に乗る日の制定などの取り組みを具体

的にしていかないと、市民活動レベルにつな

がっていかない。山部では有志で毎年ＪＲに

乗っているように、具体的に対応していかな

いと市民が参加せず、ただの傍観者になって

しまう。特に貨物輸送については、無くては

ならない交通機関なので、何とか市民レベル

での参加を求めていくような方法を取ってほ

しい。また、今の根室線は使いづらい時間帯

の便になっていて、従来よりも利便性が悪い

と感じる。時間帯のことも要請や検討をして

ほしい。 

 
○ 時間帯については他の会場でも出されていま

す。利用したいときに便がないため、違うも

のを利用しているという話も出ています。Ｊ

Ｒは通勤・通学を基本に考えていますので、

他の方が利用しようとすると、利用しづらい

状況になっているのが実態だと思います。 

 
○ 「乗って守ろう！根室本線」ということで、

人を集めて実際にＪＲに乗っているが、私た

ちの運動はいくらか効果があるのか。また、

市民のみなさんや地域からは根室本線が無く

なると話が出てきている。これだけ赤字を抱

えてＪＲがやるわけがないとの声もきく。 

 
○ 山部地域で取り組まれている活動は広報紙を

はじめ、昨年の地域懇談会でも紹介させてい

ただいています。また、根室本線対策協議会

を組織している自治体に対しても、みなさん

の取り組みを広げてほしいと話しています。

道庁の富良野―新得間の考え方は、当初「利

便性の高い最適な交通ネットワークの確保に

向け、地域における検討・協議を進めていく」

としていましたが、その後の道議会や地域の

意向を踏まえ、後段に「検討にあたっては、

道北と道東を結ぶ災害時の代替ルートとし
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て、また、観光列車など新たな観光ルートの

可能性といった観点も考慮することが必要で

ある」という考え方が新たに加わりました。

根室本線対策協議会としても、代替えルート

や観光ルートとしての可能性を含めて模索を

しているところです。 

 

 

２．山部中学校の閉校について 
 

 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 
 

 

○ 中学校の閉校は地域にとっては大きな損失で

あると考えているが、できれば閉校後の校舎

を含めた施設の活用が地域にとって有意義な

ものになってほしいと願っている。今後の進

め方について説明してほしい。 

 

 

 
○ 現在、教育委員会としての活用計画はありま

せんが、今後、市全体の中で検討していきた

いと思います。その際には地域からの要望を

いただきながら検討し、場合によっては民間

への売却なども一つの選択肢になってくると

思います。 

 

○ 閉校後の利活用は現時点では方向性は出てい

ませんが、閉校後も地域に悪影響を及ぼさな

いよう、施設と環境管理を教育委員会で引き

続きやっていきます。また、過去に閉校にな

った学校では教育委員会が窓口となって利活

用を検討してきましたが、総合的な判断が難

しい状況もあったことから、この 10 年間は市

や教育委員会など関係部署で構成する利活用

検討委員会の中で、地域の意見や要望などを

踏まえて、どういった形が山部地域の振興に

つながり、教育財産としてプラスになるかな

どの観点で考えていきたいと思います。先行

事例として紹介しますが、小中併置校となっ

た麓郷中学校は教育委員会が管理していまし

たが、総務部で所管していた太陽光発電の事

業者のグラウンド利用希望があり、利活用検

討委員会で検討し 20 年間の賃貸をしていま

す。また、校舎と体育館については地域から

ご意見をいただきましたが、実現するには至

らず、現在は文部科学省のマッチング事業や

ホームページを活用しながら活用していただ

ける方を募集している状況です。 

 
○ 人口が減り、子どもたちがいなくなってしま

うのであれば、閉校はやむを得ないと思うが、

跡地利用をきちんとしてほしい。地域として

の意見集約はまだできていないが、住民から

の意見を募りながら地域としての要望をまと

めていきたい。過去には山部第１小学校、山

 
○ 中学校の塗装については、塗装が剥げている

状況が見受けられますが、平成 32 年度の閉校

があり、その後の利活用も決まっていないた

め補修をしていません。利活用が決まるまで

は、一定程度教育委員会で維持を考えていき

たいと思います。 
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部第２小学校が閉校しているが、未だに問題

を解決していない状況。地域の住民や通行人

が不快に感じるようになっては困るので、そ

うしたことも含めて対応してほしい。去年ぐ

らいから中学校の屋根がさびてボロボロにな

っているように感じる。跡地利用の要望につ

いては地域の住民と相談して市に要望してい

きたい。 

 

 

３．防災について 
 

 

【ご意見】 【市の回答・対応方針】 
 

 
○ 台風や地震などの影響で北海道内でも被害が

あったが、一昨年は山部地域では避難をした

こともあった。先日は山部地区でも消防訓練

が実施され、地域としては良い訓練になった。

やらないことはできないので、日頃からこう

した訓練をしてくことが大事。防災は基本的

には自己責任で自分の命は自分で守るという

原点があって、公助、共助となっていく。自

分たちが守るためのシステムやノウハウ、誰

が何をするのかといった取り決めが無ければ

いけない。一昨年の避難の時には、そうした

準備もできていない中で、地域住民はとても

不安な思いをした。また、避難場所に指定さ

れている小学校ではなく、中学校への避難と

なった。避難した地域も国道よりも下の地域

住民だけ避難し、大変不安な状況におかれた。

そうした考察はそれぞれやっていると思う

が、地域には戻ってきていないので、今後ど

うしたら良いのか困っている。春にも防災講

習会を開催し、各町内会で防災のために話し

合いを行ってくださいと周知をしているが、

市の考え方や指針などがあれば伺いたい。 

 
○ 山部地区には全地域に自主防災組織ができて

いて、先進的な地域だと認識しています。自

主防災組織で検討する際は、市（総務課）も

呼んでいただいて一緒になって検討させてい

ただきたいと思います。また、安全安心メー

ルの登録についても、改めて地域内での周知

をお願いします。 

 
○ 今回の停電では、山部市街地はすぐに復旧し

たが、何か理由があるのか。 

 
○ 正式に北電から、山部と東山の復旧が早かっ

た理由を知らされていません。 
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【市長 閉会のあいさつ】 
 

限られた時間ではありましたが、熱心にお聞きいただき、ご意見もいただきありがとうございまし

た。地域の課題もお聞きしましたが、数少なかったようです。今後、振興会が中心となって市に要望

を出していただく際にうかがえればと思います。地域懇談会はこれで幕を引きますが、この後もいろ

いろな機会を通じて、みなさんからご意見を出していただければありがたいと思います。 

冒頭のあいさつで話したとおり、みなさんのご意見でまちがつくられますので、これからも行政運

営にご理解とご協力をよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

 

 

【参加者アンケートの主なご意見】 
 

年齢区分 性別 ご意見 
29 歳以下 男性 ・山部中学校は廃校後も避難場所として使えるように残してほしい。 

40-49 歳 男性 ・新庁舎は、防災拠点機能を基本方針にするのであれば高い階に発電設備を設

置し、発電設備の定格容量は大きいものにしてほしい。 

50-59 歳 男性 ・今回のテーマ課題は、いずれも人口減少、少子化が根本的な要因であると考

える。場あたり的対処で将来にツケを残さないよう人口動態も視野に入れて、

自治体として持続可能な方策を検討してほしい。 

・簡単なことではないが、人口が増えれば多くの課題は解決の方向へ進む。上

川管内でも人口増の自治体があるので、そうした事例に学んでほしい。 

60-69 歳 男性 ・学校跡地を有効に活用してほしい。 

・山部地区も人口減少が進んでいるので対策がほしい。 

・空き家が増えて困っている。 

 


